
“キャリアアップ”と“つながる”ための情報です
気になる学会・研究会、セミナーなどに出かけよう！

I n f o r m a t i o n

参
加
者
・
受
講
者

募
集
中

※
掲
載
し
て
い
る
情
報
は
２
０
２
２
年

11
月
25
日
時
点
の
も
の
で
す
。
最
新
の

情
報
は
主
催
元
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

２
０
２
３
年
度
聖
路
加
国
際

大
学
認
定
看
護
師
教
育
課
程

研
修
生
2
次
募
集

開
講
分
野
　
訪
問
看
護
、
認
知
症
看
護

出
願
期
間
　

1
月
16
日（
月
）〜
27
日

（
金
）消
印
有
効

試
験
日
　

3
月
2
日（
木
）

※
筆
記
試
験
・
面
接
試
験

検
定
料
　

5
万
円（
税
込
）

教
育
期
間
　

6
月
1
日
〜 

２
０
２
４
年

2
月
29
日（
9
か
月
間
）

授
業
形
態
　
週
末
開
講（
金
・
土
）

※
共
通
科
目
お
よ
び
実
習
は
一
定
時
期

に
集
中
実
施

募
集
人
員
　

訪
問
看
護
10
人
程
度（
定

員
30
人
）、
認
知
症
看
護
15
人
程
度（
定

員
35
人
）

募
集
要
項
・
出
願
書
類
　

左
記
Ｕ
Ｒ
Ｌ

よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

問
聖
路
加
国
際
大
学
事
務
課

〒
１
０
４
‐
０
０
４
４

東
京
都
中
央
区
明
石
町 

10
‐
1

☎
０
３
‐
５
５
５
０
‐
２
２
４
７（
直

通
）

nintei@
slcn.ac.jp

http://edu-sk.luke.ac.jp/nintei/

第
40
回 

日
本
ス
ト
ー
マ
・
排
泄 

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
会

日
時
　

2
月
24
日（
金
）〜
25
日（
土
）

会
場
　

京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル（
東
京
都

新
宿
区
）

テ
ー
マ
　
未
来
の
た
め
の
今

―
次
の

10
年
の
た
め
に
今
を
見
つ
め
る

プ
ロ
グ
ラ
ム
　

教
育
セ
ミ
ナ
ー
「
未
来

に
向
け
た
高
齢
者
へ
の
ス
ト
ー
マ
支
援

を
考
え
る
！
」外
科
医
の
立
場
か
ら「
高

齢
者
の
ス
ト
ー
マ
造
設
を
含
む
手
術
の

実
際
と
配
慮
す
べ
き
ポ
イ
ン
ト
」高
橋

孝
夫（
岐
阜
大
学
医
学
部
附
属
病
院
消

化
器
外
科
）／
看
護
師
の
立
場
か
ら
　

①「
周
術
期
に
お
け
る
高
齢
者
の
ス

ト
ー
マ
ケ
ア
の
ポ
イ
ン
ト
」工
藤
礼
子

（
国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
中
央
病
院

看
護
部
）、
②「
ス
ト
ー
マ
を
造
設
し

た
高
齢
者
へ
の
退
院
調
整
の
実
際
と
支

援
の
ポ
イ
ン
ト
」宮
本
乃
ぞ
み（
東
京

逓
信
病
院
看
護
部
）、
③「
在
宅
訪
問

看
護
師
か
ら
見
た
高
齢
者
へ
の
ス
ト
ー

マ
支
援
の
現
状
と
急
性
期
病
院
に
望
む

こ
と
」山
口
み
ど
り（
な
ご
み
訪
問
看

護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）／
質
疑
応
答・デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
／
ほ
か

参
加
費
　
﹇
当
日
登
録
﹈会
員
1
万
円
、

非
会
員
1
万
１
０
０
０
円
、
学
生
は
無

料※
学
生（
参
加
費
：
無
料
、
抄
録
集
別
）

は
学
部
学
生
に
限
る
。
認
定
看
護
師
は

含
め
な
い
。
会
場
受
付
で
証
明
書
を
確

認問
運
営
事
務
局

株
式
会
社
イ
ン
タ
ー
グ
ル
ー
プ

〒
１
０
５
‐
０
０
０
１

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
2
‐
2
‐
5

共
同
通
信
会
館
4
Ｆ

☎
０
３
‐
５
５
４
９
‐
６
９
０
９

０
３
‐
５
５
４
９
‐
３
２
０
１

jsscr40@
intergroup.co.jp

h
ttp

s://sq
u

a
re

.u
m

in
.a

c
.jp

/

jsscr40/index.htm
l

第
37
回
日
本
が
ん
看
護
学
会

日
時
　

2
月
25
日（
土
）〜
26
日（
日
）

開
催
形
式
　
現
地
会
場
、
オ
ン
ラ
イ
ン

配
信

会
場
　

パ
シ
フ
ィ
コ
横
浜
ノ
ー
ス（
神

奈
川
県
横
浜
市
西
区
）

テ
ー
マ
　
が
ん
患
者
の
持
つ
力
を
見
出

し
支
援
す
る
看
護

プ
ロ
グ
ラ
ム
　

会
長
講
演「
が
ん
患
者

の
持
つ
力
を
見
出
し
支
援
す
る
看
護
」

清
水
多
嘉
子（
が
ん
研
究
会
有
明
病
院

看
護
部
長
・
副
院
長
）／
特
別
講
演
1

「F. N
ightingale

よ
り
ひ
も
解
く
病
気

の
見
方
と
患
者
の
生
き
る
力
」和
住
淑

子（
千
葉
大
学
大
学
院
看
護
学
研
究
院

教
授
）／
2「
喪
失
か
ら
の
回
復
・
成
長

―
子
ど
も
の
教
育
の
視
点
か
ら
」副

島
賢
和（
昭
和
大
学
大
学
院
保
健
医
療

学
研
究
科
准
教
授
）／
教
育
講
演
1

「『
事
例
研
究
』
へ
の
現
象
学
的
ア
プ

ロ
ー
チ
」榊
原
哲
也（
東
京
女
子
大
学

現
代
教
養
学
部
人
文
学
科
哲
学
専
攻
教

授
）／
2「
人
生
１
０
０
年
時
代
　
生

き
抜
く
！
生
き
抜
け
る
？

―
健
康

長
寿
だ
け
で
は
な
く
幸
福
長
寿
実
現
の

た
め
に
」飯
島
勝
矢（
東
京
大
学
高
齢

社
会
総
合
研
究
機
構
機
構
長
、
未
来
ビ

ジ
ョ
ン
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授
）／
3「
急

性
放
射
線
皮
膚
炎
へ
の
ケ
ア
に
対
す
る

知
識
をU

p

‐to

‐date

」
日
浅
友
裕

（
中
京
学
院
大
学
看
護
学
部
准
教
授
）／

4「
が
ん
医
療
に
必
要
な
ヘ
ル
ス
リ
テ

ラ
シ
ー
」中
山
和
弘（
聖
路
加
国
際
大

学
大
学
院
看
護
学
研
究
科
看
護
情
報
学

分
野
教
授
）／
5「
が
ん
看
護
に
活
か

す
ヘ
ル
ス
ア
セ
ス
メ
ン
ト：臨
床
推
論
」

山
花
令
子（
国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー

東
病
院
／
6「
が
ん
看
護
実
践
者
の
ス

ト
レ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

―
患
者
の

持
つ
力
を
支
援
す
る
た
め
に
」鈴
木
梢

（
東
京
都
立
駒
込
病
院
緩
和
ケ
ア
科
医

長
）／
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
1「
未
来
を
拓

く
が
ん
看
護
の
本
質

―
こ
れ
ま
で

の
歩
み
、
そ
し
て
未
来
へ
」石
垣
靖
子

（
北
海
道
医
療
大
学
名
誉
教
授
、
日
本

が
ん
看
護
学
会
名
誉
会
員
）、
秋
山
正

子（
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
マ
ギ
ー
ズ
東
京

マ
ギ
ー
ズ
セ
ン
タ
ー
Ｃ
Ｓ
Ｓ
共
同
代
表

理
事
・
セ
ン
タ
ー
長
）、
小
松
浩
子（
日

本
赤
十
字
九
州
国
際
看
護
大
学
学
長
）

／
2「
第
4
期
が
ん
対
策
推
進
基
本
計

画
か
ら
考
え
る
が
ん
看
護
の
未
来
」木

澤
義
之（
筑
波
大
学
医
学
医
療
系
教

授
）、
田
村
恵
子（
京
都
大
学
大
学
院

医
学
研
究
科
人
間
健
康
科
学
系
専
攻
教
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授
）、
大
西
啓
之（
特
定
非
営
利
活
動

法
人
キ
ュ
ア
サ
ル
コ
ー
マ
理
事
長
）、

溝
上
悠
介（
厚
生
労
働
省
健
康
局
が

ん
・
疾
病
対
策
課
主
査
）／
3「
治
療
後

の
暮
ら
し

―
頭
頸
部
が
ん
治
療
の

体
験
か
ら
」岩
井
美
世
子（
名
古
屋
大

学
大
学
院
医
学
系
研
究
科
総
合
保
健
学

専
攻
高
度
実
践
看
護
開
発
学
講
座
博
士

後
期
課
程
）、
跡
部
涼
子（
が
ん
体
験

者
）、
千
葉
治
郎（
が
ん
体
験
者
）、
砂

川
未
夏（
キ
ャ
ン
サ
ー
・
キ
ャ
リ
ア
代

表
）／
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
1

「
再
発
・
進
行
期
患
者
の
エ
ン
パ
ワ
ー

メ
ン
ト
を
考
え
る
」佐
々
木
治
一
郎（
北

里
大
学
医
学
部
附
属
新
世
紀
医
療
開
発

セ
ン
タ
ー
横
断
的
医
療
領
域
開
発
部
門

臨
床
腫
瘍
学
教
授
）、
飯
田
郁
実（
国

立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
中
央
病
院
副
看

護
師
長
）、
福
地
智
巴（
静
岡
県
立
静

岡
が
ん
セ
ン
タ
ー
疾
病
管
理
セ
ン
タ
ー

よ
ろ
ず
相
談
）、
長
谷
川
一
男（
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
肺
が
ん
患
者
の
会
ワ
ン
ス
テ
ッ

プ
理
事
長
）／
2「
地
域
に
お
け
る
高

齢
が
ん
患
者
の
暮
ら
し
を
支
え
る

―
多
様
な
場
で
の
安
心
を
支
え
る

取
り
組
み
」廣
橋
猛（
永
寿
総
合
病
院

が
ん
診
療
支
援
・
緩
和
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
長
）、
梅
田
恵（
フ
ァ
ミ

リ
ー
・
ホ
ス
ピ
ス
株
式
会
社
品
質
管
理

室
執
行
役
員
、副
社
長
）、佐
藤
直
子（
東

京
ひ
か
り
ナ
ー
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ク
オ

リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
部
部
長
）、
髙

橋
利
果（
未
来
か
な
え
訪
問
看
護
ス

テ
ー
シ
ョ
ン「
す
み
ち
ゃ
ん
」所
長
）／

3「
が
ん
患
者
の
持
つ
力
に
沿
っ
た
意

思
決
定
支
援
の
ア
ウ
ト
カ
ム
」会
田
薫

子（
東
京
大
学
大
学
院
人
文
社
会
系
研

究
科
死
生
学
・
応
用
倫
理
セ
ン
タ
ー
上

廣
講
座
特
任
教
授
）、
大
坂
和
可
子（
慶

應
義
塾
大
学
看
護
医
療
学
部
准
教
授
）、

浅
海
く
る
み（
東
京
工
科
大
学
医
療
保

健
学
部
看
護
学
科
講
師
）、
江
口
惠
子

（
相
良
病
院
顧
問
）／
編
集
委
員
会
主
催

研
修
会「
採
択
さ
れ
る
質
的
研
究
論
文

を
書
く
た
め
に
押
さ
え
て
お
き
た
い
ポ

イ
ン
ト
」秋
元
典
子（
甲
南
女
子
大
学

学
長
）／
教
育
研
究
活
動
委
員
会
主
催

セ
ミ
ナ
ー
「
が
ん
看
護
の
実
践
か
ら
研

究
ま
で
使
え
る
患
者
報
告
ア
ウ
ト
カ

ム
」宮
下
光
令（
東
北
大
学
大
学
院
医

学
系
研
究
科
教
授
）／
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

委
員
会
主
催
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
が
ん
薬

物
療
法
に
伴
う
血
管
外
漏
出
に
関
す
る

予
防
、
発
見
、
管
理
のup to date

―
日
本
が
ん
看
護
学
会
、
日
本
臨

床
腫
瘍
学
会
、
日
本
臨
床
腫
瘍
薬
学
会

合
同
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
２
０
２
３
年
版
よ

り
」菅
野
か
お
り（
日
本
が
ん
看
護
学

会
、
公
益
社
団
法
人
日
本
看
護
協
会
神

戸
研
修
セ
ン
タ
ー
）、
松
本
光
史（
日

本
臨
床
腫
瘍
学
会
、
兵
庫
県
立
が
ん
セ

ン
タ
ー
）、
龍
島
靖
明（
日
本
臨
床
腫

瘍
薬
学
会
、
独
立
行
政
法
人
国
立
病
院

機
構
埼
玉
病
院
）／
が
ん
看
護
技
術
開

発
委
員
会
企
画
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
が
ん

看
護
に
関
わ
る
Ｃ
Ｎ
Ｓ
・
Ｃ
Ｎ
の
活
躍

の
場
を
拡
げ
る
取
り
組
み

―
『
が

ん
患
者
指
導
管
理
料
イ
・
ロ
』の
更
な

る
発
展
に
向
け
て
」吉
田
詩
織（
東
北

大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科
が
ん
看
護

学
分
野
）、
堀
口
沙
希（
国
立
が
ん
研

究
セ
ン
タ
ー
中
央
病
院
）、
細
矢
美
紀

（
が
ん
看
護
技
術
開
発
委
員
会
委
員
、

国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
中
央
病
院
・

看
護
師
長
）／
災
害
対
策
委
員
会
主
催

研
修
会「
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
創
出
さ

れ
た
外
来
が
ん
薬
物
療
法
を
受
け
る
患

者
・
家
族
へ
の
ケ
ア
」中
山
祐
紀
子（
医

療
法
人
社
団
杏
順
会
越
川
病
院
看
護
部

／
災
害
対
策
委
員
会
委
員
）、
平
松
玉

江（
国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
東
病
院
、

感
染
管
理
認
定
看
護
師
）、
淺
野
耕
太

（
京
都
第
二
赤
十
字
病
院
）／
将
来
構
想

推
進
委
員
会
社
会
連
携
活
動
企
画「
学

会
と
当
事
者
団
体
の
連
携
の
あ
り
方
を

考
え
る

―
第
一
弾
：
Ａ
Ｙ
Ａ
世
代
が

ん
患
者
の
支
援
者
と
と
も
に
」岸
田
徹

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
ん
ノ
ー
ト
代
表
）、
多

和
田
奈
津
子（
若
年
が
ん
患
者
会
ロ
ー

ズ
マ
リ
ー
、
一
般
社
団
法
人
グ
ル
ー

プ
・
ネ
ク
サ
ス
・
ジ
ャ
パ
ン
）、
津
村
明

美（
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
横
浜
こ
ど
も
ホ

ス
ピ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
Ｊ
Ｓ
Ｃ
Ｎ
小

児
・
Ａ
Ｙ
Ａ
世
代
が
ん
看
護
Ｓ
Ｉ
Ｇ
メ

ン
バ
ー
）

参
加
費
　
﹇
二
次
参
加
登
録
﹈
会
員

1
万
２
０
０
０
円
、
非
会
員
1
万 

４
０
０
０
円
、
学
生
４
０
０
０
円

※
支
払
い
は
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

申
込
方
法
　

左
記
Ｕ
Ｒ
Ｌ
の
申
込

フ
ォ
ー
ム
よ
り

h
ttp

://jscn
3

7
.u

m
in

.jp
/reg

ist/

index.htm
l

申
込
期
限
　
﹇
二
次
参
加
登
録
﹈
1
月

16
日（
月
）〜
2
月
26
日（
日
）

問
運
営
事
務
局

あ
ゆ
み
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
内

〒
５
５
０
‐
０
０
０
１

大
阪
市
西
区
土
佐
堀
1
‐
4
‐
8

日
栄
ビ
ル
７
０
３
Ａ

☎
０
６
‐
６
１
３
１
‐
６
６
０
５

０
６
‐
６
４
４
１
‐
２
０
５
５

jscn37@
a-youm

e.jp

http://jscn37.um
in.jp/

第
17
回
東
京
都
病
院
学
会

日
時
　

2
月
26
日（
日
）9
：
30
〜
17
：
00

会
場
　

ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷（
東
京

都
千
代
田
区
）

テ
ー
マ
　
コ
ロ
ナ
後
だ
か
ら
必
要
な
医

療
の
質
管
理

―
標
準
化
・
効
率
化
で

行
う
業
務
改
善

プ
ロ
グ
ラ
ム
　

基
調
講
演「
同
質
性
の

社
会
に
お
け
る
異
質
」河
北
博
文（
東

京
都
病
院
協
会
名
誉
会
長
・
河
北
総
合

病
院
理
事
長
）／
会
長
講
演「
東
京
都

病
院
協
会
1
年
間
の
活
動
と
今
後
の
課

題
」猪
口
正
孝（
東
京
都
病
院
協
会
会

長
・
平
成
立
石
病
院
理
事
長
）／
学
会

長
講
演「
当
法
人
の
歩
み
と
業
務
改
善

の
経
緯
」進
藤
晃（
東
京
都
病
院
協
会

常
任
理
事
・
大
久
野
病
院
理
事
長
）／

標
準
化
・
効
率
化
で
行
う
業
務
改
善
の

実
践（
学
会
長
企
画
）「
医
療
の
質
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
基
本
と
Ｑ
Ｍ
Ｓ
‐
Ｈ
研
究

会
の
取
り
組
み
」棟
近
雅
彦（
早
稲
田

大
学
創
造
理
工
学
部
経
営
シ
ス
テ
ム
工

学
科
教
授
）／「
Ｐ
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｓ
の
実
装
―

患
者
状
態
適
応
型
チ
ー
ム
医
療
の
実

現
」水
流
聡
子（
東
京
大
学
総
括
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
機
構
サ
ー
ビ
ス
エ
ク
セ
レ
ン

ス
総
括
寄
付
講
座
特
任
教
授
）／「
病
院

に
お
け
る
質
管
理
の
実
銭
」福
村
文
雄

（
株
式
会
社
麻
生
飯
塚
病
院
特
任
副
院

長
）

申
込
方
法
　

左
記
Ｕ
Ｒ
Ｌ
の
申
込

フ
ォ
ー
ム
よ
り

参
加
費
　﹇
事
前
登
録
﹈５
０
０
０
円（
た

だ
し
院
長
・
理
事
長
は
1
万
５
０
０
０

円
）、﹇
当
日
受
付
﹈６
０
０
０
円（
た
だ

し
、
院
長
・
理
事
長
は
1
万
６
０
０
０

円
）、
学
生
１
０
０
０
円（
事
前
登
録
・

当
日
受
付
共
通
）

申
込
期
限
　

1
月
20
日（
金
）

問
一
般
社
団
法
人
東
京
都
病
院
協
会

〒
１
０
１
‐
０
０
６
２

東
京
都
千
代
田
区
神
田
駿
河
台
2
‐
5

東
京
都
医
師
会
館
４
０
４
号

☎
０
３
‐
５
２
１
７
‐
０
８
９
６

tha17@
tha.or.jp

（
学
会
専
用
）

h
ttp

s://th
a.o

r.jp
/g

akkai/in
fo

/ 

17th.htm
l

第
15
回 

文
化
看
護
学
会
学
術
集
会

日
時
　

3
月
19
日（
日
）

会
場
　
千
葉
県
立
保
健
医
療
大
学
幕
張

キ
ャ
ン
パ
ス（
千
葉
県
千
葉
市
美
浜
区
）
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テ
ー
マ
　
人
と
人
を
つ
な
ぐ
ケ
ア
の
本

質プ
ロ
グ
ラ
ム
　

会
長
講
演「
人
と
人
を

つ
な
ぐ
ケ
ア
の
本
質
」佐
藤
紀
子（
千

葉
県
立
保
健
医
療
大
学
健
康
科
学
部
看

護
学
科
教
授
）／
基
調
講
演「
ケ
ア
す

る
ま
ち
づ
く
り
」山
崎
亮（studio

‐L

代
表
、
関
西
学
院
大
学
教
授
）／
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム「
多
様
な
場
の『
つ
な
ぐ
』

実
践
に
み
る
看
護
の
可
能
性
」千
葉
晃

一（
コ
レ
カ
ラ・サ
ポ
ー
ト
代
表
理
事
）、

山
木
則
男（
う
た
せ
認
知
症
を
考
え
る

会
代
表
世
話
人
）、
福
田
裕
子（
ま
ち

の
ナ
ー
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
八
千
代
総
括

所
長
）／
一
般
演
題
発
表（
口
演
）お
よ

び
交
流
集
会

参
加
費
　
﹇
事
前
登
録
﹈会
員
６
０
０
０

円
、非
会
員
７
０
０
０
円
、﹇
当
日
参
加
﹈

会
員
７
０
０
０
円
、
非
会
員
８
０
０
０

円
、
学
生
１
０
０
０
円

※「
学
生
」と
は
大
学
等
の
基
礎
教
育

課
程
に
在
学
中
の
者
。
当
日
受
付
で
学

生
証
を
提
示

申
込
方
法
　

左
記
Ｕ
Ｒ
Ｌ
の
申
込

フ
ォ
ー
ム
よ
り

申
込
期
限
　

2
月
10
日（
金
）

問
学
術
集
会
事
務
局

千
葉
県
立
保
健
医
療
大
学
健
康
科
学
部

看
護
学
科
内

〒
２
６
１
‐
０
０
１
４

千
葉
市
美
浜
区
若
葉
2
‐
10
‐
1

scns15@
cpuhs.ac.jp

https://cultural-nus.jp/m
eeting/ 

20230319/index.htm
l

２
０
２
３
年
度
木
村
看
護

教
育
振
興
財
団
助
成
募
集

◎
看
護
研
究
助
成

助
成
対
象
　

看
護
の
質
的
充
実
・
向
上

が
期
待
で
き
る
先
駆
的
研
究
で
、
療
養

環
境
に
関
わ
る
研
究
な
ど
、
臨
床
の
役

に
立
つ
未
発
表
の
も
の
に
限
る
。
共
同

研
究
、
感
染
症
を
テ
ー
マ
と
す
る
研
究

を
歓
迎

助
成
す
る
研
究
の
分
野
　
基
礎
看
護
、

成
人
看
護
、
老
年
看
護
、
小
児
看
護
、

母
性
看
護
、
精
神
看
護
、
地
域
看
護
、

在
宅
看
護
、
看
護
管
理
、
看
護
教
育
、

そ
の
他

応
募
資
格
・
要
件

①
申
込
者（
共
同
研
究
の
場
合
は
研
究

代
表
者
）は
、
日
本
在
住
の
看
護
職
者

で
、
臨
床
・
地
域
看
護
に
従
事
し
て
い

る
個
人

②
大
学
教
員
、
大
学
院
生
は
対
象
外
。

た
だ
し
、大
学
教
員
や
大
学
院
生
で
も
、

臨
床
・
地
域
看
護
に
従
事
し
て
い
る
看

護
職
者
は
対
象
と
な
る

③
助
成
決
定
後
、
た
だ
ち
に
所
属
機
関

等
の
倫
理
審
査
委
員
会
等
へ
の
承
認
申

請
を
行
う
こ
と
。
ま
た
は
、
す
で
に
承

認
申
請
中
で
あ
る
こ
と

④
関
係
所
属
長
の
推
薦
が
あ
る
こ
と

⑤
営
利
を
目
的
と
す
る
研
究
で
は
な
い

こ
と

研
究
期
間
　

4
月
1
日
〜
２
０
２
５
年

3
月
31
日

助
成
金
額
　

1
件
に
つ
き
１
０
０
万
円

を
限
度
。
選
考
委
員
会
の
査
定
を
経
て

決
定
さ
れ
た
助
成
金
額
を
、
助
成
年
度

の
6
月
中
旬
に
全
額
一
括
支
給

助
成
金
の
使
途
お
よ
び
報
告

①
助
成
金
の
使
途
に
は
、
研
究
協
力
者

経
費
、
旅
費
交
通
費
、
調
査
費
、
資
料
・

印
刷
費
、
会
議
費
、
通
信
・
運
搬
費
、

機
器
・
備
品
費
、
消
耗
品
費
等
を
含
む
。

た
だ
し
、
給
与
形
式
の
人
件
費
は
対
象

か
ら
除
外

②
助
成
金
の
使
途
は
、
助
成
対
象
研
究

に
必
要
な
直
接
経
費
に
限
る
。
間
接
経

費
は
含
ま
な
い

③
助
成
金
の
使
途
に
つ
い
て
は
、
研
究

成
果
の
提
出
時
に
本
財
団
所
定
の
様
式

に
領
収
書
等
を
添
え
て
詳
細
な
報
告
を

す
る

応
募
方
法
　
財
団
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
に
あ

る「
看
護
研
究
助
成
申
請
書
申
込

フ
ォ
ー
ム
」に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

申
請
完
了
ペ
ー
ジ
か
ら
要
綱
・
応
募
用

紙
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
。
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
次
の
①
〜
②
の
書
類
と
と
も

に
、
下
記
申
込
書
送
付
先
へ
送
付

①
研
究
計
画
書

②
希
望
助
成
額
の
積
算
内
訳

申
込
締
切
日
　

1
月
19
日（
木
）必
着

選
考
結
果
　

3
月
下
旬
に
文
書
で
通
知
。

助
成
決
定
者
は
後
日
、
必
要
書
類
を
提

出研
究
成
果
の
報
告

①
原
則
と
し
て
、
２
０
２
５
年
3
月
31

日
ま
で
に
研
究
論
文
を
学
会
誌
等
に
投

稿
し
、
そ
れ
が
掲
載
さ
れ
る
こ
と
に
よ

り
成
果
の
発
表
と
す
る
。
本
財
団
に
は

当
該
論
文（
別
刷
り
）お
よ
び
抄
録
を

提
出
。抄
録
は
、本
財
団
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
す
る
予
定

②
上
記
以
外
の
場
合
は
、
上
記
期
間
内

に
本
財
団
に
看
護
研
究
報
告
書
を
提

出
。
当
該
報
告
書
は
、『
年
次
報
告
書
』

ま
た
は
本
財
団
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
。
当
該
報
告
書
の
内
容
は
、
国
の
内

外
を
問
わ
ず
、
他
の
出
版
物（
デ
ジ
タ

ル
媒
体
を
含
む
）に
す
で
に
発
表
あ
る

い
は
投
稿
さ
れ
て
い
な
い
も
の
に
限
る

③
論
文
投
稿
、
看
護
研
究
報
告
書
の
発

表
方
法
を
問
わ
ず
、
本
財
団
主
催
の
報

告
会（
ウ
ェ
ブ
形
式
を
含
む
）で
研
究

成
果
の
概
要
を
報
告

④
研
究
成
果
を
関
係
学
会
等
に
発
表
す

る
際
に
は
、
公
益
財
団
法
人
木
村
看
護

教
育
振
興
財
団
の
助
成
を
受
け
た
研
究

で
あ
る
旨
を
明
記

問
公
益
財
団
法
人
木
村
看
護
教
育
振

興
財
団
事
務
局

〒
１
１
３
‐
０
０
３
３

東
京
都
文
京
区
本
郷
5
‐
25
‐
14
‐
8

階☎
０
３
‐
５
８
０
０
‐
２
７
０
０

０
３
‐
５
８
０
０
‐
０
０
２
２

kim
ura‒info@

nurseed.jp

http://w
w

w
.nurseed.jp/
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